
平成２７年度第５回 理 事 会 議 事 録 

 

一般社団法人         

静岡県建設コンサルタンツ協会 

 

１．開催日時 平成２７年１１月２０日(金) １５時１５分開会１６時５０分閉会 

２．開催場所 一般社団法人静岡県建設コンサルタンツ協会 会議室 

３．理事会開会 

（１）出席した役員等の氏名 

会 長   齋  秀 

副会長   森崎祐治  服部剛明  

理  事   鈴木正之  遠藤喜德  近藤拓己  吉田英司 

監 事  鶴田忠男   

【欠席：副会長 藤山義修   理事 松井藤雄   監事 杉山 博】 

理事９名中７名出席により理事会は成立。 

（２）齋会長挨拶 

（３）定款第３５条の規定により齋会長が議長に就任。 

４．議 事 

（１）平成 27年度予算の執行状況(10月末日現在)について 

    会費は 3社未納であったが、11月に入り 2社から納付された。残りの１社も 

年度内には納付される見込である。現時点では、繰越額も 300万円余が見込 

まれ、特に財政的な不安要素は見当たらない。 

 （２）平成 28年 1月 22日(金)の行事予定について 

12時から協会事務所で第 6回理事会と政治連盟役員会を開催し、その後、会

場を静岡グランドホテル中島屋に移して、政治連盟通常総会、新春講演会、

賀詞交歓会を執り行う事とした。 

又、新春講演会の講師には、加藤浜松河川国道事務所長さんにお願いするこ

ととした。 

（３）国土交通省県内 7事務所との意見交換会について 

   12 月 10 日(木)開催予定の意見交換会には、現時点で 7 事務所から、所長

さんを含め 13名の出席報告を受けている。今後、運営については 静岡国道

事務所の 山下総務課長さんと調整の上、進めることとした。 



（４） 富士砂防事務所からの研修会協力依頼について。 

島崎副所長より、平成 28年 1月 27日(水)グランシップにおいて「緊急時に

おける渓流点検技術研修会(仮称)」を開催するにあたり、会員の参加と会場

費(14,000円) の負担について協力要請があった。 

協議の結果、必要を認め、全面的に協力することとした。 

（５） 全コン連からの足立としゆきを後援する会(建設ゆめクラブ)への入会呼び

かけについて 

全コン連から依頼通知を受けたので、他の建設業団体等と歩調をそろえて 

対応することとした。 

（６） 報告事項 

ア． 沼津河川国道事務所の総合防災訓練について 

沼津河川国道事務所が平成27年10月16日(金)総合防災訓練を実施した。 

この訓練に、災害協定に基づき、幹事会社である(株)東海建設コンサルタ

ント(齋常務取締役)が参加した。 

イ． 静岡県交通基盤部農地局との意見交換会について 

平成 27年 10月 21日(水)、正・副会長と技術顧問 4名が出席して実施した 

意見交換会の概要が報告された。 

ウ． 静岡県の平成 27年度橋梁点検・補修設計研修について 

平成 27年 10月 14日(水)15日(木)の袋井会場と、10月 21日(水)22日(木) 

の沼津会場の 2 回に分けて実施した研修会には、会員 6社から 12名が

出席し、講師を務めた。 

受講者は市・町職員を含め、袋井会場が 32名、沼津会場が 26名であった。 

エ． 建設関連業イメージアップ促進協議会について 

本協議会は、現在 3団体(事務局 (一社)建設コンサルタンツ協会)と、オブ

ザーバー4 団体(全コン連は静岡県協会の吉野部会長代理出席)及び、国交

省建設市場整備課で構成され、主な事業は建設関連業のＰＲである。その

一環として、学校(学生)への説明会を実施しており、平成 26年度は東京都

市大学、法政大学、千葉県の 2高等学校を実施した。 

平成 27年度は愛知工業大学、豊田工業高等専門学校、群馬大学、埼玉大学、

山梨大学、法政大学への説明会を予定している。 

   オ．｢衆議院議員井林たつのり君を育てる会｣について 

     平成 27年 10月 26日(月)、憲政記念館(都内)で開催される育てる会に、 

     協力要請があったので、やむを得ないものと認め、協力した。 

 



カ． 訃報への対応 

（ア）元 静岡県下水道設計業協会 顧問 中本至様 が、9月 29日逝去されたの 

で、会員に準じ香料 1万円を支出した。 

   （イ）松井理事のご尊父 松井克幸様が 11月 9日逝去されたので、規定により 

      対応した。 

 （７）その他 

    理事会開催に先立ち、国土交通省静岡国道事務所 村山地域調査係長より、｢災

害協定に基づき、より良い運営に努めたい。今後、実務担当者による 3地域

毎の意見交換会もやりたい。｣との説明がなされた。 

 

 

以上をもって第５回理事会を１６時５０分に閉会した。 

 

 

この議事録が正確であることを証するため、定款第３７条に基づき、議長及び出席

した監事が記名押印する。 

 

平成２７年１１月２０日  

 

 

議 長・代表理事   齋     秀  ㊞ 

      

監 事   鶴 田 忠 男  ㊞ 


